
マ ン ス フ ィ ー ル ドの"BraveLove"に つ い て

水 田 圭 子

マ ンスフ ィール ド(1888-1923)の こ の短編 は夫Murryが 編 集 した、

TheJournalofKatherineMansfieldに よ る と、1915年1月12日 に 完成

して いる。 その 日は こ う記 されて いる。 「…今 日は、 どち らか とい うと

有徳の状態 にあ った。実際 『ひたむ きな愛』("BraveLove")と い う物語

を終 えた、そ して今で もそれ をどう考 えて よいか わか らない。J.に 読 ん

1)

で きかせ た,彼 も当惑 していた。 ひどい頭痛 、で もとて も幸福dこ の

引用 中の 『ひたむ きな愛』 につ いて、Murryは 「この物 語 は初め の数ペ

ー ジが残 って いるだけで ある
dと い う脚注 をつけ てい る。

しか し後 にな り次の こ とが 明 らか とな った。Mansfieldの 後 半生 の献

身的友であ ったMissIdaBaker(LM.と して知 られて い る)が 所持 し、

1950年 代 の初め に売 られた二つ の原稿 があ った。 この うちの一つが 『ひ

たむきな愛』 であった。Baker嬢 の もとにはこの二つの 原稿 の写 真複写

が残 され、解読 される予定 であったが 、視 力の問題か ら果た されなか っ

た。一方 マ ンス フ ィー ル ドが生 まれたニュー ジー ラン ドのウ ェ リン トン

に ある国立 参考図書館TheAlexanderTurnbullLibraryの 司書 を し

てお り、Mansfieldの 遺稿 を解読 しTieTurnbullLibraryRecordに

発 表 してい るMargaretScott女 史がMansfieldの 手 紙 を集め編集 して

い るときにMissBakerに 会 い先 の原稿 の解 読 を頼 まれた。二つの写真

複写は 、現 在同図書館所有 とな って いる。

解読 の結 果"BraveLove"は 完全 な作 品であ るこ とがわか り、先 の

雑 誌の編集長 で もある図書 館長の許可 をえてニ ュー ジー ラン ドの文 芸雑

誌Landfall101(Vol.26,No.1,March1972,pp.3-29)に 発 表 された。
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なお解 読難解 のため不確 実 な語 には星印がつ け られ全体 で五 つ ある。 ま

た七章 の最後 には解 読で きない文 が二行 あ る。現在、上記 の雑 誌 に発表

された"BraveLove"はTheCo即1e陀StoriesofKatherineMans-

field(Auckland:GoldenPress,1974)(NewZealandClassics

Giant)の 最 後に も収め られてい る。

さて以上が この作 品につ いて の紹 介で あるが 、 この小エ ッセイでは 、

色彩 を中心 として、 この作 品を検討 したい。

全 九章か らな るこの物語 の簡単 な内容 は、船 員 である若者 ミトカ(Mit-

ka)は ロ ン ドンの兄(Paddy)の 家 へ 五 日間の休 暇 を過 しに くる。 その

家 に同居す るヴァレ リ(Valerie)を 、彼は彼女 に愛する男が いるに もか

か わ らず、勇敢 に も愛 して しま う。 ヴ ァレ リも若 々 しい ミトカに半 ば心

ひかれ るが 、結局 は ミトカの懸命 に愛す る気持 は報 われ ない。兄の家 に

は兄の妻 ミル ドレッ ド(Mildred)と 彼 女 の母フ ァー マ マ夫 人(Mrs.

Farmer),フ ォス ター老大佐(oldColonel耳oster),Mildredの 二 人

の息子達 、南ア メ リカ人(SouthAmericans)が 他 に同居 している。こ

の物語 は ミトカの勇気 あ るひたむ きな恋 をほめ たたえる と共 に、彼が体

現す る無邪気(innocence)と い うものは 、いかに美 し くまた、 これ ら

の世 慣れ た人々に接 して 、いか に もろ く滅 びやす い ものか を描 いてい る。

こ の 作 品 は 夏 を 背 景 と し て い る た め か 色 彩 が 豊 か で あ る と い う 印 象 を

受 け る 。 全 体 を 通 し て 、 使 わ れ て い る 色 彩 と 出 現 度 数 は 以 下 の 様 で あ る 。

`
white'(15,whiteness〔1〕 も含 め る),`black'(11),`dark'(6),`yellow'

(5),`pink'(5),`blue'(4),`red'(4),`grey'(3),`pinkandwhite'

(2),`silver'(2),`gold'(2),`brown'(2),`blackandwhite'(1),

`redandwhite'(1)
,`purple'(1),`purplish'(1),`darkred'(1),

`milky'(1)
,`redandgrey'(1),`pale'(1),`green'(1),光 と色 彩
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もか ねて`bright'(2)。 以上22種 類 、72語 で ある。

マ ンスフ ィール ドにお ける色彩 の使 われ方は 、単 に色 として の役 割の

場合 、 または、象徴 的な意味 をもつ場合 、 または色彩 に光が加 わって さ

らに象徴 的意味 を強め、全体 の雰 囲気や 美的効 果 を高 めた りす る場 合等

に分 け られ る。 このエ ッセ イでは主 として ピンク色 、黄色 をみ て行 きた

い。 その前 に先に あげた色彩 出現度数 の高 い上位三つ を簡単にみ る こ と

にす る。

`
white'は マ ンスフ ィー ル ドに と り重要 な色 であろ う。 この作 品では

無邪気 さ をあ らわ した り、 「白い光」、すなわ ち月光 の もとでの夢想(第

一章 第一節)
、外で は太陽が輝 くとき 「白い部屋」 での夢 想(第 七章 の最

後の節)等 にみ られ る静か な花や か さ、夢 の よ うな遠 い非現実的雰 囲気

をあ らわす 。(短 編"MissBrill"で は 、 白は悲 しみ をあ らわす色 として

使 われ てい る。)`black'は 「不気嫌 な気分」(`myblackmonkey')2)と い

う象徴的 な言い方 以 外では 、ヴ ァレ リ、パ デ ィの髪 の色、残 りは服や装

身具 、持 ち物 に使 われて いる。 黒は しゃれた色 であ り、先に あげたウェ

リン トンのア レグザ ンダー ・ター ンブル ・ライブ ラ リィには、マ ンスフ

ィール ドの遺 品が保 存 され ていて、その中に、黒 い 日本 の扇や、黒 い絹

地に花鳥の刺 しゅ うのあ る中国のシ ョー ルがあ る。黒 はマ ンス フィール

ドの好みの 色なの であろ う。(短編"Bliss"で は 「灰 色の猫」 とその後 を

つ いて行 く 「黒い猫」 た ちのす ばや い行動 には、明 らかに象徴的意 味が

あ る。)`dark'は 、 ミル ドレ ッ ドの二 入の息子 た ち、twoSouthAmeri-

cansと 花 売 り男の皮 膚 の色であ る。 また ミ トカがヴァレ リに別 れ を告げ

に行 った部屋 はブ ライ ン ドが下 ろされていたの で、`dark'と され 、 ミ

トカの髪の毛 もこの色 で ある。`dark'は`black'に 比 べて物や 色が識別で

きるので神秘 的な感 じがあ り、あるいは未知 な る ものの転 回が予 測され

る。 ミトカはその部屋 でつ いにValerieに 愛 の告 白をして しまう。二 人

の息、子 たちは笑い声 をたて た り新 聞 を声 を出 して読ん だ りす るが具体 的
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会話 は一 つ もな く神秘 的な存在 であ る。花売 りもヴ ァレ リの夢想に現 わ

れ ただけで 、不思議 な存在の ままであ る。

このエ ッセ イでは色彩 としての印象の強 い、 ピンク色 、黄 色 につ いて

主 としてみ て行 きた い。

さて ピン ク色で あるが 、ピン クと他の色の組 み合 わせ の外 、ピンク色を

連想 させ る物 も含め たい。 ピンク色が現 われ る所 をみ ると、ロンドンの町
3)

の 数 軒 の家のバル コニーに広 げられた 日よけ(`awnings')が ピ ンク と白

で ある。 ミトカが訪 れ る兄パデ ィの家の客間 もピンク と白であ る。以上

は第一 章 であるが、第五章 では、 ミル ドレ ッ ドの母 が 、意 気消沈す る ミ
4)

トカ をみ て、 「彼は恋 を してい るの ですofと 指 摘 す るが 、それ と同時に

カス ター ドを自分の黒 い絹 のボデ ィスにこぼ して しま う。 それ をみて ミ
4)

ル ドレッ ドは「あなたはまたご自身をどんなに きたな くしているかご覧 なさい・」

とい うが、 この とき、`apiggymess'と い う言葉が使 われ 、`piggy'は

子 豚 あ るいは赤 ちゃんの よ うによ ごしなが ら食べ るこ とを連 想 させ る。

ま た子豚や赤 ん坊の色は ピン ク色 であ る。今 の場 面は午餐 で あるが 、こ

のあ とで ミ トカはヴ ァレ リに誘 われ て散歩 に出 るが 、ヴ ァレ リは ピンク

色の 日が さで影 を作 る。 次に七章 では、ヴ ァレ リは 、病 気の ミ トカか ら

マル セイユの彼の もとへ 来て ほしい とい う手紙 を読 み、本 当に行 くつ も

りはなか ったが 、マ ルセ イユ の部 屋 を想像 してみ る。彼女 は 白い部屋 に

いて海 まで続 くピンク色のつや のあ る花々が咲 く庭 を眺め渡 して いる。

「ミトカは彼女 と一 緒 だった、彼は 目を閉 じて仰 向け に寝 てお り、大変
5)

紅 潮 していて、耳 も唇 もとて もピンク色 であったdと ある。

前節 の ピンク色のつや のある花 々(`pinkwaxyflowers')と は 、マ ンス

フ ィー ル ドの生 まれ故郷 ニ ュー ジー ラン ドに あまた群 生 して咲 くマ ツバ

ギ ク(Mesembryanthemum)を 連 想させ る。南 アフ リカ原産 で 多肉質 で

地 中海沿岸 に もみ られ る とい う。 太陽に向 っそ い っせ いにぱ っ と花弁 を

ひ ろげて咲 く様 は、元気 はつ らつ として水 々 しい。 ヴァレ リの夢想 の中
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でその色が ミトカに移 り、 ミ トカ も若 々 しさの絶頂 にあ る。 この花 は最

初Mesembrianthemum(・ ギ1丿シア語の意味は真昼 の花)で あったが 、
6)

夜 開花す る種 が発見 され、iがyに 変 え られ意味 も変 え られた とい うこ

とが あるが、 ここでは晴天の太陽 の もとに咲 き 日が陰 る と閉 じる種類 の

もの を考 えて いる。従 って光 と色彩が十 分生か され てい るとい える。
7)

ヴ ァ レ リは ミトカを 「小 さな赤 ちゃん」(`lespetitsbebes')の 仲

8)

間 に考 えた り、 「あどけない 口」(`ababymouth')と 赤 ちゃんに関連

9)
させ ている。兄 も ミ トカ を 「… あなたは戦場 の裸の赤ん 坊の ようですd

と、 ミ トカが 自分 を防御 す るもの を もたないこ とをた とえてい う。 ミル

ドレ ッ ドも 「事 態が破壊 され るの を聞 くのはいやなの です それ に赤
10)

ち ゃんは豚 よ りもひど く泣 きます。…」 と ミトカが ヴァ レリに破 滅 させ

られ るこ とを遠 まわ しに言って いる。赤 ん坊か らの連想 は ミ トカが若 く

未経験で孤独 で純粋 無垢 な青年 というこ とであ る。フ レ ッシュ を連想 さ

せ るピンク色 はそ うした世 界 をあ らわす色 であ る。 またFlowersand

Their11競oゲ ∫esに よ る と、色彩 としてのピン クは花(thePink)の 色

に由来 してお り、 「それ はか な り最近の言葉 で、18世 紀 末以前 にはめ っ
11)

た に 使われ なか ったofと あ る。色彩 としての ピン クは大変新鮮み があ る

言葉 といえ る。

他 の人物におけ る ピンク色 の関係 をみ ると、 ミル ドレッ ドの母 は体 の

自由が きかな いため いす車 で散 歩にで るが、 それ をバ ル コニーか らみた

12)
ヴ ァ レ リはそばの ミ トカに 「赤 ちゃんに手 を振 りなさいdと 言 う。 ヴ ァ

12)
レIlは 、 わ ざ と 「散歩 に行 く」 を`goingtata'と 幼 児語 を使 う。 しか し

ミ トカの場 合 と違 って、 ピンク色 の連 想は うす い。何故 な ら、 ファーマ

ー 老夫人 の性格 は とても頑 固で
、都合 が悪 くなる と`Wait'と い う言葉 を使

って逃げ る。 自分の存在 の重要性 をひろ うす るかの よ うに突然金切 り声

をあげて発 言 し、 ミ トカ を不快 に しミル ドレッ ドを困らせ る。

ヴ ァレ リは表 面innocentに み える。ミル ドレ ッ ドはヴ ァレ リの寝顔 を
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見なが ら 「ヴ ァレ リが どの ようにあ るいはなぜ 外観 の子供 ら しさ を保 っ
13)

て い るのか しら」 と思 う。また間接 内的話法 で 「そ う彼女 は美 しい!と ミ

ル ドレッ ドは考えた。 おや おや 彼女 は何 て無邪 気にみ え るの で しょう。

13)

彼 女 は全 く情熱的な小悪魔 なのであ ろ うofと 述 べ る。 さらに ヴァレ リの
8)

部 屋 が ち らかって いるが 、 「この乱雑 さ」 も魅力の一面 なの だ と述べ た
8)

あ と 、彼女 はヴ ァレ リを 「この小 さな生意 気な娘」(`thislittleminx')

と考 える。minxは 、一 人前の大 人の ような考 えをもつ生 意気 な子供 であ

る。 ヴァ レ リの行動 には無責 任な ところが あ り、 その点彼女 は子供 であ

る。ヴァ レ リは半ばinnocentで 、それゆえ純粋 無垢 な ミトカにひかれるが

決 断す る勇気がな く、物質主義的で、世ずれ した有閑階級の人々 との生 活 を抜

け 出す こ とがで きない。 ミトカに比べ て、ヴ ァレ リはinnocenceが 半 ば

な くな り、利己的 であ る。病 気の ミ トカを見捨ててエ ヴ ァシェ ッ ドを選

んだが 、果 た して本 当にエヴ ァシェ ッ ドを愛 して いるか どうか疑 わ しい。

次 に黄 色であ るが 、Brewer'sDictionaryofPhraseandFableに

よ る と黄 色は、嫉妬 、移 り気 、不 義 、裏切 り、臆病 を象徴 す る とある。

また辞書 に よれば 、原色 の一 つ で最 も明るい色 、あ るいは老齢や病気 に よ

り黄色 い場 合、又 、枯葉 、熟 した麦や 、古 びた紙の色 な どの場合 がある。

しか しyellowbeakはyoungbirdsを ほ のめか し、未経験 者 、初心者 の

ことを言 う。 『花 こ とば』(引 田茂著 、保育 社 カラー ブ ックス、pp.116

-117)に よ ると 「花 の色 につ いて も各 国で ちが って います
。黄色 は、ロ

ーマ帝政 時代 まで愛好
、尊重 され ましたが 、キ リス ト教 の勃 興 による教

門の争 いか ら、 旧宗教 に属す るもの を絶 え させ よう として、今 まで尊重

して いた黄 色に対す る憧 れ を最 も下 劣 な もの とみな し、これ にか えて青

色 を最高 の栄誉あ る もの としました。 それ で西洋では黄 を不 吉 な色 とし

たそかれ たいはい しっと

て黄昏 、頽 廃、病 気 、死 、嫉妬 な どを連想 し、黄色のエ ニ シダはあま り

観賞 しませ んが、 中国 では貴重 な色 と して崇拝 します し、 日本の フ クジ

ュ ソウは…長寿 と幸福 のシンボル とされて い ます。…最近 では 、黄色 は
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セーフテ ィ・カラー として安全 を示す のに利用 され るよ うにな りま した。

このよ うに色 に対す るシンボル も時代 とともに移 り変 わって い くこ とで

しょうdと ある。

ニュー ジー ラン ドの国花 コーワ イ(Kowhai)も 春 に黄色 い花 を咲かせ

る木であ る。 さて、"BraveLove"に お いて黄色が現 われ る箇所 をみ

たい。 まず 、 ミトカが兄 の家 を訪 れ た晩 、皆 に紹介 され るが 、その とき、

フ ァーマー老 夫人は 「彼 が彼女の ちっちゃな黄 色い手の上 に身 をかが め
14)

た とき、彼女 はやつ れ、震 えているよ うにみえたdと 描か れて いる。 こ

の黄 色は老齢 に よると思 われ る。

次 にパ デ ィ、 ミ トカ、 ミル ドレ ッ ド、ヴ ァレ リの四人が 田舎ヘ ドライ

ブ に出た 日、行 った先 でお茶 のあ と、ヴ ァレ リとミ トカが二 入で散 歩 を

す る。 ひい ら ぎにふ ちどられ た芝生 地の一角に黄色 い花 でお おわれた木

が ある。二 人はその下 へ坐 る。 ミトカは彼女 のこ とを知 りたいので、 あ
15)

ま た の話 を きかせ て くれ る ように頼む。彼女 に 「後悔 す るで しょうofと

い われて も彼 はそん なこ とはない と言 う。 「話す ことなど何 もないの よ、

15)

ミ トカdと 彼女 は言 う。 「彼女が彼の名前 を言 った とき彼 の胸は ど しん

と音が した。 『初め てあ なたが私 を名前 で呼 んだのは この木 の下 で実』
15)

と言 って彼 は この黄色 い驚異の輝か しい枝 をじっ と見上 げたdと ある。

この場合 の黄色 は ミ トカの幸福感 を象徴 してい る。 また花 とい っこ とは

ミ トカのinnocentな 美 しい心 もあ らわ している。

この黄色 に は輝 か しい(`bright')と い う光 をあ らわす言葉が使 われ

て いる。 〔b〕音 の頭 韻の効果 もあ るが、彼 の内面 の幸福 感 をあ らわすの

に単 に色 彩 だけでな く光が加 わって いる点マ ンスフ ィール ドの特徴 であ

る。 これは彼 女の後の作 品"Bliss"(1918)の 女 主 人公Berthaが 見 上

げ る至福 の 象徴 としての 月光 をあび た梨 の花 咲 く木に通 じる。

次に七章 で黄色は「傷 のつ いた黄色 いバ ラの大 きな花束」(`abigbunch
8)

ofbruisedyellowroses')と し て使 われ、それは ヴァレ リの化粧 テー
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マ ン ス フ ィ ー ル ドの"BraveLove"に つ い て

ブルの上 にあ る。 ここで も〔b〕音の頭韻 がみ られ る。 ミ トカが去 った数

週 間後の ある朝、 ミル ドレッ ドがヴ ァレ リあての一通 の手紙 を渡 しに き

た とき、 まだ眠って いるヴァ レ リの部屋 を見渡 して いる ときの描写 であ

る。 この黄色 い花 束は恐 らく前夜 、ヴ ァレ リとエヴァシェッドが クラブへ

出か けて朝 四時に帰 るが 、その ときのエ ヴァシェ ッ ドの贈 り物 か何 か で

あろ う。黄バ ラは傷 む とす ぐ茶色 の筋がは い り、痛 ま しくみえ る。黄色

いバ ラの花言葉 は、友 情の うす らぎ、嫉 妬 などよ くない。 それは別 とし

て も、愛や美 の象徴 として咲 き誇 るバ ラ、 また先 の 「黄色 い驚 異の輝か

しい枝」 と比べて 、特 に傷 つい た黄色 いバ ラとある と、 ミ トカの幸福 も

つ か の間 と感 じさせ る。 それは"Bliss"の 主 題 とも同 じである。 また 彼

の もつ美 しいinnocentな 世 界 も同時に傷つ きや す く崩 壊 して しまうか も

しれ ないこ とが暗示 され る。

最後 に黄 色い色はマ ルセイユの ミトカの泊 まっている部屋のベ ッ ドの

掛 けぶ とんであ る。彼 の屋根裏部 屋の 「一方 の隅に は、黄色い花の模様
16)

のつ いた赤 い掛 けぶ とんにおおわれ たベ ッ ドが一 つ あったdと あ る。黄

色 い花は生 きた花では な く、永遠 に傷 つ くこ とがな い幸福 の花 として絵

柄化 され てい る。背景の赤 は、愛 の殉教 者 としての ミ トカの血 を象徴 す

るか の よ うである。

前 節の部分 は八章 に あたるが 、 この章 は色彩 と光 と音 の総合 的効 果に

基づ く美 しい章 である。そこには地の文 と間接 内的話 法が 入 りま じってい

る。 この章 は ミトカのひたむ きの愛へ の賛歌の章 ともい える。 あるいは、

死ん で しま うか もしれない ミトカの ため 、彼のinnocentな 世 界の崩壊 と

その 美 しさを描 いて償 い として いる ともい える。 ミ トカは ヴァレ リのこ

とを最後 まで愛 し続 け手紙 を待 って いたのであ る。つ いに手紙がや って

きて 、それ を受 け取 り部屋 にはい り、 ドアに もたれ 、鏡 の 中の 自分 を見

た。 「非常 に変貌 してお り、非常に神秘的 に喜 びに あふ れてい た。 ミ ト
16)

カは 死 んだ と彼は考 えた。 ミトカは聖者 であるofそ して手紙の ことは忘
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れる。彼は手紙を超越 したのである。そして精神的に再生 したのである。

これは、彼の部屋 を美しくする太陽光線が彼の再生 を促 したのである。

ここで色彩 と光 と音の経過 をみたい。彼のベ ッドのそばのたなの上に

あらゆる色のビンがある。それ らに輝 く太陽の光束がビンをさらに美 し

くさせる。 「使い古されたブライン ドからもれる太陽光線は床や壁の上
16)

に光線 となったり、金色の光の大 きな柔 らかい輪 となって輝いていたd
ノズ

古 来太 陽はすべて の物 に生 命や よみが え りを与 え る。 ミ トカは微 笑 し、

テー ブルの方へ行 き、そこへ 坐 る。彼 は手紙 でテー ブル を叩 く。彼は夢

心地 になる。ブ ライン ドが上 が り、そ よ風にあわせ てブ ライン ドも軽 く

17)

叩 く。 窓の外か ら`AAAi'と`EEEEEEE'と い う長 く引 く叫び声が きこえて

きて、彼 は子 供時代 を思 い出す。前者 に蜂 の出す音 と後者 にそれ を追 い

か ける彼 らの年 とった庭 師の出す音 を連想す る。 彼 は真 にinnocentな

時 代 を思 い出 し、心静か にな り再び海 の上 にいる ような気分 にな る。

太陽 の光 の輪 と美 しいビンのあ る彼 の小 さな部屋 は海に浮か び、外の声

は水夫 たちの声で ある と思 う。色、光 、音が調和 し、 ミ トカの心 と一体

とな り、innocentな 世 界の美 しさは高 まる。彼 はよ うや く眠れ るよ うに

な り、震 える光 の輪 をふ まない よ うに してベ ッ ドへ た ど りつ き横 にな り、

意識 を失 った ように眠 る。 このあ とは例 の声 も弱 くな り、 「太 陽がヴ ァ

18)
レ リの手紙 の上 でゆ らゆ ら動 いて いたdと ある。 こ こは、舞 台の上で ス

ポッ トライ トがヴ ァレ リの手 紙の上 にあた り場面 の転 回 を暗示 す るかの

ようで ある。 この太陽の光 は、 ミトカによ りヴァレ リに与 え られた再 生

の力の よ うであ る。ヴ ァレ リは結局 はエ ヴァシェ ッ ドと一 緒 にな るこ と

がで きるの だか ら、 ミトカは彼女 を救 ったのである。

この あ とヴ ァレ リが ミ トカ を訪 ね て くる。 ミ トカがベ ッ ドに横 たわ っ

てい るの で彼女 は急い で走 って行 くが 、彼 は死 んでい るの ではな く、熟

睡 して いるのだっ た。 「顔 は玉 なす汗 におおわれ仰 けに眠 ってお り、彼

18)
の唇 と耳は とて もピンク色 であ ったdと ある。 ヴァ レ リに は理解 で きな
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か ったか もしれ ないが 、 この ときの ピンク色は まさ し くthepinkof

elegance(優 雅 の きわみ)と いった ときのpinkの 意 味 がふ さわしいであ

ろ う。 彼の精神的再生 により、innocenceの 美 の きわみ をあ らわしている

と言 うべ きであ ろ う。

ヴァ レ リがたず さえて きたの は白い カー ネー シ ョンで あ るが、 カーネ

ー シ ョンの学名 はDianthuscaryophyllusで あ る。DianthusはDi(ゼ

ウ スあ るいはユー ピテル)とanthos(花)よ り 「神 の花 」 の意味 がある。

『ギ リシア ・ロー マ神 話辞典』(高 津 春繁著
、岩波 書店)に よれば、ゼ

ウスの名前の語源 は 「天」、「昼」、 「光 」 を意味す る とい う。心配 に眠れ

ず苦行 僧の よ うな経験 を した後 、再生 した ミ トカには神 と光 を合 わせ も

つ カー ネー シ ョンはふ さわ しい花 であ る。また先のFlowersandTheir

HistoriesのDianthuscaryophyllusの 冒頭 にJohnParkinson(1567

-1650)のParadisiinSole
,ParadisusTerrestris(1629)か らの

引用がのせ られてい る。 「しか し喜 び と花 の女 王であ るカー ネー シ ョン

とじゃこ うなで しこに は何 と言お うか 、その勇気、 多様 さ、甘い香 りが

共に結 びつ くと、あ らゆる人に それ らの花 を好み所有 した い熱心 な気持
19)

を起 こさせ るd(傍 線 は筆者)と ある。 カー ネー シ ョンが他の花 にぬ き

んで て堂 々 と勇敢 に咲 く有様 はひ たむ きにヴァ レ リを愛 した ミ トカにさ

さげ られ るのに ふ さわ しい。 またシェイ クス ピアで はカー ネー シ ョンは

夏の花 であ り、 この作 品の季 節 とよ く合 ってい る。

前節 の勇気(bravery)に ち なんで ミ トカの勇気 ある行為 をも う一つ

付け加 え る。五章 でヴ ァレ リと ミ トカが暑い 日差 しの 中 を一緒 に公 園へ

散歩 に出た折の こ とであ る。太陽が ヴァ レ リに暑 く照 るの で、彼女 は疲

れ る、それ をみて ミ トカは、 「非常 に大 きな巨 人 の ような 自分 が、太

陽が ヴ ァレ リに暑 く照 るので 、空か らそれ を引 き出 して、 こなごなに打
20)

ち砕 く幻 を突然み たdと あ る。 この部分 は、マ ンスフ ィー ル ドの生 まれ
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たニ ュー ジー ラン ドのマ オ リ(Maori)族 の 有名 な神話 を思 い出させ る。

AHistoryofNewZealand(ed.KeithSinclair,PenguinBooks,

1976,p.12)に よ る と、マ オ リのアダム とい うべ き英雄 マ ウイ(Maui)

は 、太陽(Ra)が 早 く動 きす ぎる と考 え、兄弟 と共 に太 陽 をわな で捕 え

て、お さえ こんだ とこ ろをマ ウ イは、彼の祖 母の あご骨 で打 ちす えた。

その結果 太陽 は傷つ き痛む ので、その後常 に空 をゆっ く り動か ねばな ら

なか った。

ミ トカの行為 は強い勇気 ある英雄 の それに似 た もので あろ う。 しか し、

白いカー ネー シ ョンの 「白」が あ らわす夢 の遠 い世 界ゆ えにか 、カーネ

ー シ ョンはヴ ァレ リに よ り
、持 ち去 られて しまう。innocenceの 世 界は

滅ん で しまうか もしれな いが 、色彩 と光 を駆使す るこ とに よ りマ ンスフ

ィール ドはinnocenceに 最 大の賛辞 を与 えたのでは ないか。

この よ うな"BraveLove"に み られ る色彩 とその象徴 、花 の使 用は

シェイ クス ピアのエ コー ともいえ よう。マ ンス フィー ル ドの墓碑銘 は、

King"HenrytheFourth,ActII,Sc.iii,11.10-11`...butItellyou,

mylordfool,outofthisnettle,danger,wepluckthisflower,safe-

ty.'(し か し、いいか、愚 か者、危険 とい うこの い ら くさか ら、安 全 と

い う花 を摘 むのだ。)であ る。 この部分 と、七章 の ヴァレ リの言葉` ...lt'S
10)

myoneprinciple-snatchedfromawearyworld-'(そ れ は私の

一つ の主 義 で 退 屈 な世 界か らすばや くつか んだ もの です)は 似

てい るよ うに感 じられ る。

また一方光 を重 ん じ室内 の明 りの場合 を除 き`moonlight'を 加 えると

`light'は 七 回使 われて いる
。1910年11月8日 か ら翌年1月15日 まで 「マ

ネ と後期 印象派展」 が ロン ドンで開 かれたので、マ ンス フィー ル ドもそ

れ をみて お り、光 を重 ん じる印象派の影響 がな い とはい えな い。 いずれ

に しろ、 ミ トカが ヴァ レ リの美 しさ を指 の一 本一本 よ り輝 き出る光 とし

zと らえる ような捕 え方は 、根本的 にはマ ンス フィー ル ドの詩的精神 に
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よる もので、 それがマ ンス フィー ル ドの世 界 の重要 な構成要 素の一つ と

い える。

最後 にこの作 品が長 い間発表 され なかったの は、冒頭 の 日記に もあ る

ように、十 分満 足い く出来か どうか はっ き りしなか った ため であろ う。

づ

あ るいはこの作 品を書 いたあ と、1915年2月 にマ ンスフ ィー ル ドの弟 レ

ズ リー(Leslie)が ニ ュー ジー ラ ン ドのイギ リス軍 に加 わ り、戦場 へ行

くまえの訓 練の ため英 国 を訪 れ る。やが てベ ル ギー の前戦 につ いて一週

間後 、兵士 た ちを指導 中、手榴 弾が手 の中で麟 し不慮 の死 を とげ る21)

こ れ はマ ンス フィール ドに とり大変 な衝撃 であ った。 ミトカのinno-

cenceの 世 界の崩壊、やが て死 ぬかもしれない情 況は結果的 には弟の死 を予

言 した よ うな形にな り、マ ンスフ ィール ドは この作品 を発表 した くなか

ったのか もしれ ない。

弟 を連想 したのは別の作 品、未完の劇"Toots"の 中 にで て くるPip

に通 じる要素 がMitkaの 中 にあ るか らで ある。"Toots"の 製 作年 代 はは

っ き りしていないが、1917年 の 春 か ら1918年1月6日 までの 間に書かれ

22)

た の であろうという説があ る。TheTurnbullLibrary.Record(Vol.4,

No.1,May1971,p.5)でMargaretScott女 史 がのべ てい るよ うに、

Pipは マ ンス フ ィー ル ドの弟 レズ リー をモデル とし若者 として描か れて

いる。 この未 完の劇 はウ ェ リン トンのマ ンスフ ィー ル ドと彼女 の弟 を中

心 とした両親一家 を描 いてい る。家庭 風景 を描 いている点 は一 部"Brave

Love"と 似 て いる。 この一家 の名 前はBrandonで あ り、"Brave

Love"で はValerieの 姓 が同名 である。"Toots"の 第一 幕に はaSouth-

ernAmericanが 娘 婿 として登 場 し、"BraveLove"のMildredの 息、

子 たちは国は ちが うがSouthAmericansで あ る。第二幕のMr.Brandon

は お 腹 に両手 を組 んでソフ ァーに眠 ってお り、"BraveLove"のColonel

Fosterを 思 わせ る。
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さて"Toots"のPipは 母 親 に髪の毛が新鮮 なパ イナ ップルのよ うな匂

いがす る といわれ て とて も幸福 な気分 にな る。前節Scott女 史 もそ して

注22)の 論 文 に も指摘 されて いるよ うに、幸福 な気持 を出 して しまわ な

いと死 にそ うだ とい うセ リフは"Bliss"のBerthaに 反 映 してい る
。そ

の続 きのセ リフに 、それ と同時に まるで何 で もで ぎるよ うな気分 に感 じ

て、飛んだ り一 山 を打 ち倒 した りどん な途方 もない こともで きる ように

感 じるとあ り、'自分 は巨人の よ うだ とい うセ リフが ある。 これは先に例

にあげたMitkaが 太 陽 を くだ くイメー ジに似 てい る。

これ も結 果的 なこ とで あるが 、1915年 の 秋に とった軍服の弟の写真 の

23)

顔 に は り りしい口ひげがあ り、この点 もミトカと似 ている。マ ンスフィー

ル ド自身 、Murryに 失望 し、1915年2月 にはFrancisCarcoを 訪 ねて

パ リへ行 った りしたので、ヴ ァレ リの行動 を思 わせ る ところがあ る。19

14年 の 冬 あた りの 実生 活が この作品に反映 したか もしれ ない。Valerie

Brandonの それ ぞれの最初の 発音 はマンスフィール ドが好む 〔b〕音や それ

に近 い〔v〕音 を重 ねて工夫 をこらしてい るの で無雑 作に扱 われていな い

22)

(〔b〕音 はBeauchampに ち なんでいる とい う。)何か作 品 を書 くことによ

り自分 の生 きる方法 を模 索 していたの か もしれ ない。その ため 、"Bliss"

な ど に比べ 少 し精彩 に欠け るか もしれない。 しか し"Bliss"へ 行 くまで

の一つ の試 作で あろ う。"BraveLove"の 人 たちが"Toots"の 登場人

物へ変化 したので あろ う。PipとBerthaは す でに指摘 されてい るが 、そ

れにMitkaを 加 えて一連 の線 上で考 えるこ とが で きるであろ う。 ミトカ

が九章で部屋 ごと海 に浮か ん でいる と考 えるが、"Bliss"で も光 の種 類

は違 うが、 ガラスのお皿や鉢 が空中に浮か んでい る とい う所が あ る。 ミ

トカは神 は 愚かであ る と考 え るが 、"Bliss"で は 神 の代 りに文 明が使 わ

れ てい る。 また ミトカの 自己防御 のための孤独 は後 の"MissBrill"に

描 か れ る孤 独(loneliness)を 思 い出させ る。"BraveLove"は"Maa-

24)
ta"(1913年 に 書 き始 め られ た作品 の一部)の 書 き出 しとちょっと似 て
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いる ところ もある。"BraveLove"は この作 品の前後に くる作 品 と結

び合 ってお り、後に発展す るテー マ も含 まれ、弟の死 に よ りニ ュー ジー

ラ ン ドの子供 時代 をテーマ とした もの に力 をいれ る1915年 の 転換期 の作

品 としていろい ろな要素 を含 んだ作 品であ る。
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